















言葉として「火影」 （もしくは「灯影」 ）という表現が用いられることがある（１） 。似た用法の言葉に 月 があるが、 「月影」と違って歌題ではなく、散文中の用例も少ないことから、先行研究の少ない語の一つ ある。特に「火影」 みを主眼に据えた考察は これまでほとんどなされてこなかっ と言っても過言ではないだろう。
そうした中でも『狭衣物語』 『夜の寝覚』の二作品において 、
特に人物を指す譬喩としての「火影」の用例が多く、 「月影」との比較という形で論じられてきた（２） 。男女の垣間見や逢瀬の場に室内の景物として灯火があることは珍し なく、そ 場で灯火に照らされた時、もしくは後にな 回想・思慕される時に「火影」用いて人物を表す例がほとんどで 。
ではこの二作品以外の「火影」は考察に値しないのかといえば、












からであるという、倉田実氏の論がある。倉田氏は物語中の登場人物、特に女君が垣間見や逢瀬など 際に灯火のもとで印象的な映像としてとらえられ、後にその映像が思い出の核として「火影」の表現で思い出されるとしたうえで 『源氏物語』ではこうした表現は少数かつ限定的であり、 『狭衣物語』で初めて飛躍的な発展を遂げると述べた（４） 。
まずは『源氏物語』以前の用例がどうであったかを確認しておき






























































































































































































の印象を取り上げる 特徴を強 みるこ ができる。場面を引
─ 78 ─
用し、整理していく。





べし。かかるけはひのいとかうばしくうち匂ふに、顔をもたげたるに、ひとへうちかけたる几帳の隙間に、暗けれど うちみじろき寄るけはひいとしるし。あさましくおぼえて、ともかくも思ひ分かれず やをら起き出でて、生絹なる単衣をひとつ着てすべり出でにけり。君は入り給ひて、ただひとり臥したるを心やすく思す。床の下に、二人ばかりぞ臥し る。衣を押 やりて寄りたまへるに、あり けはひよ も ものしくおぼゆれど、思ほしもよらずかし。いぎたなきさまなどぞあや 変りて、やうやう見あらはしたまひて あさましく心やましけれど、人違へとたどりて見えんもをこがま く、あや と思ふべし、本意の人を尋ねよらむも、かばかり逃 る心あめれば、かひなうをこにこそ思はめと思 。かのを しか つる火影ならばいかがはせむに思しなるも、わろき御心浅さなめりかし。 （空蝉・一二三‐一二五頁）
忍び込んだ寝所は「灯明き方に屏風をひろげて、影ほのかなる」







回想する際、その回想 も「火影」という語が用いられている点である。他者を回想・思慕する語としては「面影」が、 『源氏物語』本文中だけで三十四例用いられているが、軒端荻が「面影」で表現される例はない。光源氏が回想す 軒端荻は常に「火影」なのである。
一方で、他の人物や「月影」に関しては、回想・思慕 は「面影」
が使われ ことも多い。例として、須磨出立の際の紫の上は「月影」に明々と照らし出されているが、出立する光源氏が思い返すのは紫の上の「面影」である。









少し心にくきあたりども」 （巻四・三六一頁）と形容している。その出会いは一夜限りの秘めたるもの、または逢瀬を持つに至らないものなど様々にあった中で、狭衣にとって印象深く残っている女性の姿とは月光や灯火のもとに垣間見 ものであっ というこ が、この一文からもうかがわれよう。
実際、 『狭衣物語』に登場する女君達は「月影」の表現を用いら



































































































回想の表現になっている。女君を指す七例では、用例６の今姫君を除く全てが回想 ある。男君が垣間見や逢瀬の場で見る女君 印象的な美しさと、それを象徴的なも して回想・思慕する「火影」の表現が、 『狭衣物語』では強くなっていることがうかがえ 。
また、 「火影」で回想される三人の女君は、 『源氏物語』の軒端荻





 あまた立て重ねられたる几帳どもにつたひつつ壁代の中に入りたちて見 まへば、こな は宮たちおはしますなるべし、帳の前に二所寄りふそたまへり。火の影ほのかなれば、いづれかいづれとも分れた はず。奥の方に箏 琴をまさぐり まひて、かたはら臥したまへるや二の宮におはすらんと、目とどむれば、
御髪のかかりなべてならで、あなをかしと見えたまへり。 （巻二・一六八‐一六九頁）
・
 箏弾きたまへるは、やがて枕にて御顔ひき淹れて臥し る様体なども、人に似ず 心苦しげ 見たまふなど、ただかばかり見たてまつり置きて出でんが、口惜しうぞおぼえなりぬる。さばかり、御簾の外をだ 、むつかしうわづらはしきあたり思しつるは、 がひぬる御心の中、我な ら憎 。 「ただかくなん、け近きほどにて見たてまつる」とば り、かの御耳に聞こえさせざらんも、あまり埋もれいたかりぬべければ、やをら寄りて、奥の御座に少しひき入れ りたまふに、思 あへず、 「こは誰そ」と言 れ まふ御けはひ、世に知らず うたげなり。 （巻二・一七二頁）
狭衣は「火の影ほのか」な中で女二の宮と女三の宮の姉妹を垣間




かかる目を見で、死ぬるわざもがなとのみ思さるれば、まことに消え入りぬべき御けはひの、あるか きかなど、ただ昔ながらにて、言ひ知らず心苦しう、らうたげなるも、 《中略》いとなかなかなる心惑ひ、世の常ならねど おぼろけならず心強く押し返し、とかくも聞こえ悩ましたまはず。ただ御髪の限り所狭くおぼえて 探りのいとふさやかに触りたるぞ、 ほなほいみじうかな かりける。 （巻三・一八一‐一八二頁）
狭衣は塗籠に逃げ込んだ女二の宮の袖をとらえ、心情を訴える。
光源の描写はなく、狭衣は「消え入りぬべき御けはひ 、あるかなきか」 「探りのいとふさやかに触りたる」というように、気配や髪の感触だけを感じ取り がらひたすら語りかけて る。
女二の宮に拒まれ続けた狭衣はやがて彼 を解放し、御堂を後に











し。白きども、薄色などの、いとあざやかにはあらぬを着て、顔などもつくろひたることは見えぬに、心より外なる髪のかかり、色あはひなど、まことしうをかしげなるを、これやさは姫君ならんと思すべけれど、さすがに聞く年のほどとは言ふべうもあらず、もてなしなども大人しうやすら にて、この物する稚児の七八ばかりなるを、経をば読みさしつつ うつくしと思ひてうち笑みて見たまへるけしきなども、中将の母にやと見ゆるに、余り若うを しげなるを、なほ いとど怪しと見たまふ。 《中略》今少しきびはに若からん姫君の御ありさまはわが思 ことのかなふべきにやと、うれ きをばさる物にて、この見る人をも見さして出づべ 心地のしたまはぬを ありありて、いとかたくなはしき業かな、我が年 ほ よりき宰相中将 ありさまをなど、思ひ はせたまふにぞ いとにげなう、あるまじきことか 、独り笑みせられたまひけ 。（巻四・二四一‐二四三頁）
「火の影見ゆる」所から、屋内の様子がよく見える。克明に描写されているのは姫君ではなく、母親の北の方の方であった。狭衣は女二の宮と同様「見さして出づべき心地 したまはぬ」と、この場を去るのが惜し 気持ちはするが、やはり年齢などから「い かくなはしき」と思われて、そのまま屋敷を後にする。思いもかけない場所で美しい女君を垣間見た狭衣は、昨夜の「面
影」を忘れられないまま、姫君へ文を送る。そこへ式部卿宮の息子である宰相中将がやってきたので、狭衣は何気なく話をしながらも、宰相中将に昨夜の人物と似通うも はないかと様子を窺う。判断のよすがとするのは先刻まで浮かべていた「面影」ではなく、昨夜垣間見た「火影」であった。
夜もすがら、思はずにありがたかりつる面影を忘れたまはず、思し明かしても かう世づかぬ心の中をも、げに知らせぬがいと口惜 ければ、慰めがてら、例の、姫君の御方に聞こえふやうなれど、異様の心も添ひたるべし。 《中略》今より後さるべき隙あらば見定めて まことしう思ひ定めんなど思せば、言ひも出でたまはず、中将のかたちいと清げなれど、火影には、さすがに似ざりけり、など思し出でられてうちまぼり まふも、いかでかは知らむ。 （巻四・二四三‐二四五頁）
冒頭、狭衣が思い返しているのは「面影」である。狭衣が「世づ





 はかなかりし花のたよりの火影より始め、昨夜のけはひのあはれなりし ども思し出でらるるに、更によそのこともおぼえたまはず、あはれにて、中将の君のもとに、細やかに訪ひきこえたまふことおろかならず。 《中略》ほのかな し手当り・けはひ、隈なかりし月影も、さしも心にとまりしは、物思ひの花の枝さし添ふべ ける宿世にや。 （巻四・二八九頁）
・
 いづれを梅と分くべくもあらず、降りかかる枝ざしども、かありしゆきずりの梢にいとよう似たる 、思ひの外に目とまりし火影、思し出でられて、 みじ あはれなれば、女 、琴の音聞きしさまなど、語りきこえたまひて、 （巻四・三〇六頁）
前者は北の方が亡くなった直後、早すぎる死に衝撃を受ける狭衣




が女君の姿を灯火に見た出来事それ自体が含まれているのではないだろうか。一度だけ灯火に見た女君の姿は男君に強烈な印象を残し、後々まで思慕させるに十分な記憶となるが、その思慕が浮かばせるのは姿以外の記憶も含めた「面影」である。実際に女 の「火影」を想起するには、女君の具体的な容姿か出来事そのものを い起こさせるだけの、視覚的なよすがが必要なのではないだろうか。それはたとえば「火影」の近親者であったり、 「火影」の人物から貰った文であったり、 「火影」 きっかけとなった梢 あったりす が、そうしたよすがを得て初めて、男君は灯火に見た女君の「火影」を鮮やかに思い浮かべることができる で ないか。三
　『夜の寝覚』続いて、 『狭衣物語』同様に「火影」の用例が多い『夜の寝覚』




















































































































ひなく白く、きよげなるに、苦しげなる面つき、いと赤くにほひて、言ふかひなく臥したまへる顔の、あざあざとめでたきさまは、 「月影の、もてなし用意したまへりしは、世のつねなりけり。これをむ しくなしてむことよ」 （巻二・一三二‐一三三頁）
男主人公が「御殿油をかかげ」て見た寝覚の上は、肌の色や表情
まではっきりと見え、 「月影の、もてなし用意したまへりしは、世のつねなりけり」 、これまでに見ていた「月影」が平凡なものに見えるほどの印象を男主人公に与えていた。物語全体を通して寝覚の上に用いられる「月影 「火影」の表現につい は既に渡辺純子氏の論考があり、氏はこの場面において、神秘的で手の届かない存在であった「月影」の女君が、近くではっきりと目にできる「火影」へと転じ、だからこそ義兄妹という関係性が男主人公の心を残酷に締め付けるのだと述べる（７） 。ここ 寝覚の上は、 「月影」より美しい「火影」として男主人公に印象付けられるのである。
男主人公はそのまま「あるかなきかの気色、なよなよと、あはれ




 心恥づかしげにものものしき気色のあなづりにくげなるも、言ひ知らずなつかしく、あはれげなりし火影はまづ思ひ出でられて、「これを悪しとはあらねど、さらに似たまはざりけり」と思ひくらぶるに、胸うち ぶるれど、 （巻二・一四二頁）
・
 児の君抱き移して見たてまつりたまふに、ただ今は、なにのあやめ見えぬ御顔なれども、目も及ばず 夜光りけむ玉 かくやとおぼえたまふに、あはれにかなしとは 世のつね 。 《中略》さのみ待ちつけ心やすからむことはあさましきことに思ひ離れたるを、身を去らぬ火影の 堪へがたく思ひ出でらるるままに、「今宵、さりとも、かならず」と、ありしならひに、心ときめきせられ まへるを、 （巻二・一五五‐一五六頁）
・




く思ひ出で」たり、 「さらに似たまはざりけり」 「いとよく似たりかし」と比較したりする。やはり「火影」の回想には視覚的なよすがを必要とするもののようである。一点、 「身を去らぬ火影」という、常に「火影 のことを考えているかのような表現が不審だが、 『夜の寝覚』で回想され 「面影 は「身を去 ぬ」 離れ 」など、思慕する者から離 ないか な表現が非常 多い（８） 。前掲の「あるかなき なりつ 面影、 《中略》身を去らぬ もそれである。そうした「身を去らぬ」 が、姫君とい 視覚的なよすがを得て「火影」という限定的 記憶へ移行していったと考えれば、それほど不自然ではな ように思われる。
一方、もう一人の男君である帝はかねてより寝覚の上の入内を望
んでおり、大皇の宮の助けを借りてその姿を垣間見る。この時は前後に「月影」の語も見えず、 だけが寝覚の上を照らし出すものであった。
大殿油心もとなきほどにほのかなるほど、様体小さやかに、をかしげに見えて、さやかなる火影に類なく、夜見る玉はかくやと、御心おどろかれて、 《中略》火近く召し寄すれば、御几帳ども、隙間あるまじく 御殿油まゐり寄するに、いとまばゆげに扇さし隠して、扇よりはづれて見えたる影の、さやかにすぐれたる、言ふもおろかなり。 （巻三・二五二‐二五三頁）
最初は「大殿油心もとなきほどにほのかなる」明かりであったが、
大皇の宮によって「近く召し寄」せられ、寝覚の上の姿をあらわにさせる。 「ほのかなる」明かりでさえ「類なく、夜見る玉はかくやと、御心おどろかれ」るほどの美貌であったものが、灯火を近づけることによって更に際立ち、強調させられた格好となっている。これは今までの用例とは一線を画すものであり、他の例にも増して「火影」を見た人物 強く印象づけさせる表現 るといえよう。
そのことが、帝にとってどのような影響をもたらすのか。そのま




 いづれの御方も、まかり上らせたまはず。御覧ぜむともおぼされず。さやかなりつる火影に、やがて魂 立ち添ひぬる心地して、我は我ならぬやうにおぼしめされつつ、 （巻三・二六〇頁）
「面影」は「身に添ひぬる」 、 「火影」は「魂は立ち添ひぬる」といった方向の違いはあるが、この前後、 「火影」と「面影」はほぼ同様の表現として用いられている。 『狭衣物語』において「火影」は、視覚的なよすががなければ男君に意識されにくいものであり、よす
─ 88 ─
がを持たない時の思慕は「面影」がその役割を担っていた。 『夜の寝覚』でも、男主人公は「火影」に視覚的なよすがを必要とした。しかし、帝に限っては、思い返すよすががなくとも、寝覚の上の「火影」が意識され続けている。 「ほのかなる」明かりを近付けた、その衝撃の強さが、ここにあらわれている。「面影」も「火影」も離れない帝は、ついに寝覚の上に接近し、これを捕らえる。そして言葉を尽くして口説き、その心を和ませうとするが、寝覚の上が帝に靡くことはなかった。




ていることに気付いてしまった帝は、寝覚の上への執着を一層強めて行く。まさこ君に対する「髪ざし、髪のかかり、頭つきなど、火影のただそれとおぼゆる」 （巻四・三二六頁） 、女御に対する「火影には、すべてなぞらへに言ひ寄るべきにあらず」 （巻四・三六四頁）など、視覚的情報によ 「火影」は見受けられるものの、 「面影」「火影」の併用は更に続いていく。
















































































































































る「月影」とは違い、明かりが消えた後、多くは女君を手に入れる機会を再び得ることはない。 「火影」はその場限 の幻影なの 。また「火影」は、灯火に照らされた という視覚記憶以上の情報を持たない。ゆえに四六時中想起することは難しく、 『狭衣物語』以降の作品においては、回想には近親者など視覚的なよすがが必要であった。常に男君の身を離れない「面影」は、必ず その姿形を克明に思い浮かべていると 限らず、気配や感触 交わ た言葉など、視覚以外の記憶の要素を多分に含んでいる。 っぽうで「火影」は、あくまで女君の視覚情報に限定されるがゆえに、思い返した時にはそのぶん印象的かつ鮮烈な記憶として、男君 脳裏蘇ってくるのである。
注（１） 『全文全訳古語辞典』火影の項「①ともしびの光。②ともしびに照らされた人の姿・物の形」 、 『日本国語大辞典』火影の項「 （１）灯火の光。灯火の炎。 （２）灯火に照らされた形。光のあたった姿。また、うす明りでできた陰影」 。（２）倉田実「狭衣物語の灯影と月影」 （ 『論叢狭衣物語１
　
本文と
表現』新典社・二〇〇〇年五月一日） 、渡辺順子「 『夜の寝覚』における「月影」 「火影」 」 （ 『古代文学研究（第二次）
　
第９号』二〇〇
〇年一〇月十九日） 。（３）本文テキストの引用は『新編日本古典文学全集』 小学館）を使用した。 『新編日本古 文学全集』に収載 ない作品については『中世王朝物語全集』 （笠間書院）を使用した。（４）倉田実氏は（２）掲出の論文において「この連続し、変容されて使用される、人物呼称ともなる機能性は、 『狭衣物語』が新たに獲得した表現性なのであり、巻四は自在な表現によって場面性は際立っているのである。 『源氏物語』までは、 「面影」の語がこの働きを担っていたが、 『狭衣物語』はこの「灯影」や次に検討する「月影」にも、この働きを見いだしたのである」と述べている。なお、倉田氏は『新潮日本古典集成』 （新潮社）を使っておられるため、本稿とは引用本文などに若干の差異が出ている（５）倉田実氏は（２）掲出の論文において「 「月影」が人物を象徴する場合は、そこに否定的 ニュアンスはなく、逆にその人物の美
─ 92 ─
質を賛美することに働いていた。 「灯影」が否定的にも肯定的にも働くのとはこの点で相違している」と述べる。同様の意見としては、河添房江氏の「光源氏の身体と装いをめぐって」 （ 『源氏物語時空論』東京大学出版会・二〇〇五年十二月）に「 『源氏物語』の世界で、「灯影」と「月影」はみごとに描き分けられていて、 「月影」は、見る主体にとって物理的、心理的に距離のある人の月 映える美しい姿をかたどるものである。それに対して「灯影」は、もっと距離の近いかいま見や、恋人 女君を灯火の光で見る場面など、親密な関係にある女性の姿をエロティックにかたどるという印象が深い」とある。河添氏の論は光源氏と夕霧 火影」に対す 言及であるが、人物に対する「火影」の用例は『源氏物語』から用例が見られること 『狭衣物語』に『源氏物語』からの影響が多く指摘されることなどを考えると、 『源氏物語』以降の作品についても一考の余地があろう。（６）倉田実氏（２）掲出の論文に「狭衣物語の灯影と （ 『論叢狭衣物語１
　
本文と表現』新典社・二〇〇〇年五月一日） 「なお、
成立の先後関係の必ずしも明らかではな 『夜の寝覚』でも、 「灯影」と「月影」には特徴的な使用法 見られ 《中略》 『狭衣物語』と共通する用法であり、影響関係も想定できる も知れない」とある。（７）渡辺純子「 『夜の寝覚』における「月影」 「火影」 」 「もはや、女主人公は男主人公にとって、手 届かないおぼろげ 「月影」で
はなく、近くではっきりと目にできる――だからこそ義兄妹という隔てが残酷に心を締め付ける――存在、 「火影」なのである」 。（８） 「昨夜の面影は身を離れず」 （巻一・四二） 、 「見えむかひつらむ面影、身に離れぬ 」 （巻一・五一‐五二頁） 、 「あるかなきかなりつる 近かりつるけはひ、手あたりなど、身を去らぬやうなるに」 （巻二・一三七頁） 、 「推し量らるる面影の た 今向ひたる心地して」 （巻二・二一〇頁） 、 「耳につき、面影に見え、 《中略》身に添ふ魂もなき心地に」 （巻四・三九六頁） 、 「面影離れたまはず恋しき 」 （巻五・四四九頁）の六例。 『夜の寝覚』散文中の「面影」の用例は十四例、うち女君を指すものは九例。（９）渡辺純子「 『夜の寝覚』における 月影」 「火影」 」 「帝が女主人公に「かぐや姫」的な光を見ていないわけではない。以前に間近で垣間見た 火影」が、あまりにも強く焼き付い いて、 「心理的に距離のある」という「月影」は、視界 残らな のである」 。なお、「心理的に距離のある」は（５）に前掲した河添房江氏「光源氏身体と装いを巡って」からの引用である。（
10）加藤奈保子「 『苔の衣』の人物形成―『狭衣物語』摂取の方





“the firelight” in the story of Medieval Dynasty 
- focused on the symbolic motif -
SHITO, Aya
“the firelight” is one of the motif in the story of Medieval Dynasty. For example,"the tale 
of Sagoromo" has two symbolic motif for the ladies, “the moonlight ” and “the firelight”. 
Especially, for the love scene, “the moonlight ” and “the firelight” pick out the ledies for 
the hero. Needless to say, It seems very important motif.
However, there are few thesis on “the firelight”. Only “the moonlight ” has many thesis, 
and we did not take notice of “the firelight”. Though "the tale of Sagoromo" has many  “the 
firelight” and the ledies “the firelight” pick out.
So in this paper, I research the stories of Medieval Dynasty, including “the tale of 
Genji”, and think about why “the firelight” was not take notice for thesis. It must has 
some reason or other.
